
 

 

輪ギクの生理障害「虎葉症」（通称）の発生 

［要約］ 

鹿行地域の輪ギク圃場では、葉に虎紋状の濃淡が現れ外観品質を低下させる生理障害

「虎葉症」が発生している。障害部が退緑する直接の原因はクロロフィルの減少である。

障害の発生には品種間差が認められる。 
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